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第５次総合計画に係る村民アンケート結果報告【概要版】 

令和５年９月に実施したアンケート調査にご協力いただきました皆様、ありがと

うございました。調査結果がまとまりましたので、その概要をお知らせします。 

※アンケート結果報告書は粟島浦村ホームページに掲載しています。 
 

 
 

１ 回答者の属性  
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調査の概要 
 

◆調査目的  第４次粟島浦村総合計画の施策について評価・検証及び第５次粟島

浦村総合計画の策定に役立てるため。  

 

◆調査対象   令和５年４月１日現在で粟島浦村に住民票登録がされている満 16歳

以上の者 290 人 

 

◆回収数    152/290（52.4％）  

○ 性別は男性が 49.3%、女性が 40.8%となっています。 
 

○ 年齢は「70 歳以上（28.3%）」が最も多く、次いで「60 歳代（19.1%）」、「40 歳代

（14.5%）」の順に続いています。 

n=152 

n=152 
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２ 粟島浦村全体について  

 

30.9%

42.1%

21.1%

5.9%

生まれたときからずっと粟島浦村に住んでい
る

生まれは他市町村でその後、粟島浦村に移り
住んだ（移住、婚姻など）

生まれは粟島浦村で、一旦村外に移り住み、
その後Ｕターンして粟島浦村に戻ってきた
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○ 居住経緯は「島外生まれ（移住、婚姻など）（42.1%）」が最も多く、次いで「ずっと島

内に居住（30.9%）」、「Ｕターン（21.1%）」の順に続いています。 

○ 村への愛着心は、全体でみると、「とても愛着を感じている」「どちらかというと愛着を

感じている」を合わせた 72.4％が肯定的に回答しており、「あまり愛着を感じていな

い」「愛着を感じていない」を合わせた 11.8％に比べ、60.6 ポイント高い。 

○ 居住意向は、全体でみると、「住み続けたい」「どちらかといえば住み続けたい」を合

わせた 65.2％が肯定的に回答しており、「どちらかといえば住みたくない」「住みたくな

い」を合わせた 14.5％に比べ、50.7 ポイント高い。 

n=152 

n=152 

n=152 
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３ 日常の暮らしについて  
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特に魅力を感じない
行政サービスが充実
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通勤・通学が便利
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食事の支度

買い物
医療機関への通院
家族の介護
車の運転

学校への通学
働く場
家の管理

農地や山林の管理
情報通信

地区活動への参加
気軽に話し合う相手

飲食や娯楽などの余暇活動

大変困っている やや困っている どちらとも言えない あまり困っていない

困っていない 該当しない 無記名

○ 島の魅力は、全体でみると、「自然環境が豊か（43件、28.3%）」が最も多く、次いで

「住み慣れた土地（41 件、27.0%）」、「人情味や地域連帯感がある（28 件、18.4％）」

の順に続いています。 

○ 全体でみると、「大変困っている」「やや困っている」を合わせた回答は、「医療機関

への通院」が最も多く（82 件、54%）、次いで「買い物」（60 件、39%）、「情報通信（イ

ンターネット）」と「飲食や娯楽などの余暇活動」（58 件、38%）との順に続いています。 

n=152 

n=152 
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４ 第４次粟島浦村総合計画に掲げた行政施策の「満足度」と「重要度」  

■ 総合計画に掲げた行政施策について、重要度と満足度を５段階で調査し、それぞれの平均

点を算出。全体の平均点と比較して、「満足度」と「重要度」と高低により分類しました。 

 

➀安心して産み育てら
れる環境づくり

②学校教育の
内容の充実

③中学校卒業後
の修学支援

④社会人での
UI ターン支援

⑤生涯学習の基盤維持

⑥健康増進の支援

⑦介護・生活支援サービスの充実・事業化

⑧医療・救急体制の拡充

⑨住環境の
整備・確保

⑩生活交通手段の維持

⑪防災・減災の推進

⑫歳入確保の強化

⑬歳出の
適正化

⑭行政運営の
効率性の向上

⑮漁協との
協働の促進

⑯漁業就業環境
の維持・改善

⑰収益性の高い漁
業への転換支援

⑱観光協会等との協働に
よるサービスの提供

⑲観光の受入体制
と人材確保の支援

⑳漁業インフラの維
持・改善

㉑観光インフラ・
ルールの整備

㉒自然資本の整備・維持

㉓新たな特産品
の開発・製造

㉔しおかぜ留学事業の改善

㉕ホースパーク事業の改善

㉖海洋再生可能エネルギー
の実証フィールドの活用

㉗自然エネルギーの島構
想の促進

㉘IoT の活用による主要施
策の推進

㉙高速情報通
信基盤の整備

㉚畜産業の
検討・整備
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重
要
度
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満足度×重要度

低 高

高

重要度 
平均 3.42 

満足度 
平均 2.35 

重点的な取組が必要 

重要度 高い  満足度 高い 

継続的な取組が必要 

今後のあり方の検討が必要 施策の見直しが必要 

重要度 高い  満足度 低い 

重要度 低い  満足度 低い 重要度 低い  満足度 高い 
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５ 村の将来について  
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．各地区の地域活動（コミュニティ活動）が…

住民による協働のむらづくり活動やボラン…

地域間交流・国際交流が活発な村

小規模離島における日常生活に必要な環境の…

福祉施設や医療施設が整備された村

観光・レクリエーション施設や祭り・イベン…

漁業・観光業等が発展し、人材育成や事業継…

光回線を使用した超高速通信等の利用推進施…

再生可能エネルギー等の利用推進施策の充実…

住宅地や商店・公園など、生活するのが快適…

上下水道・道路や社会福祉施設及びフェ…

医師の確保等、医療の充実した村

子育て支援が充足し、子どもが楽しく、充実…

高齢者や障がい者が健康で暮らしやすい福祉…

文化活動やスポーツ活動の盛んな村

自然環境や歴史的資源などをいかした個性の…

○ 全体でみると、「漁業・観光業等が発展し、人材育成や事業継承の確保された村」

が最も多く（47 件）、次いで「小規模離島における日常生活に必要な環境の維持が

図られている村」（32 件）、「自然環境や歴史的資源などをいかした個性のある村」

（29 件）の順に続いています。 

n=152 選択肢は２つまで可能 

参考：上記で途切れている選択肢 

１．自然環境や歴史的資源などをいかした個性のある村 

３．高齢者や障がい者が健康で暮らしやすい福祉の充実した村 

４．子育て支援が充足し、子どもが楽しく、充実して過ごせる村 

６．上下水道・道路や社会福祉施設及びフェリー・バスなど、地域基盤の整備された村 

７．住宅地や商店・公園など、生活するのが快適で良好な村 

８．再生可能エネルギー等の利用推進施策の充実した村 

９．光回線を使用した超高速通信等の利用推進施策の充実した村 

10．漁業・観光業等が発展し、人材育成や事業継承の確保された村 

11．観光・レクリエーション施設や祭り・イベントの充実した村 

13．小規模離島における日常生活に必要な環境の維持が図られている村 

15．住民による協働のむらづくり活動やボランティア活動が盛んな村 

16．各地区の地域活動（コミュニティ活動）が活発な村 
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無記名
その他
特にない

土日など勤務時間外の各種問合せへの対応
家のインターネット通信環境の簡易な点検
家の水道や車等の簡易な点検・用具の貸与
各種イベント等への役場職員の動員・協力

粟島汽船での乗船費用補助
山道や海岸の草刈り等の維持管理
公園や道路の草刈り等の維持管理

村営住宅の管理・運営
地域で交流する施設の管理・運営

６ 持続可能な役場体制について  

 
          

   

 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.5%

36.8%

21.1%
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負担がかなり増えても、多様なサービス
を受けたい

負担がある程度増えても、現在の水準の
サービスを受けたい

負担は現在のままで、ある程度サービス
が低下してもやむを得ない

負担を減らし、最低限のサービスが受け
られればよい

無記名
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○ 全体でみると、「負担がかなり増えても、多様なサービスを受けたい」「負担がある程

度増えても、現在の水準のサービスを受けたい」を合わせた回答が 49.3 であり、「負

担は現在のままで、ある程度サービスが低下してもやむを得ない」「負担を減らし、最

低限のサービスが受けられればよい」を合わせた 39.5％に比べ、9.8 ポイント高い。 

○ 今後、縮小又は廃止してもやむを得ないものは、全体でみると、「土日など勤務時

間外の各種問合せへの対応」が最も多く（45 件）、次いで「各種イベント等への役場

職員の動員・協力」（30 件）、「村営住宅の管理・運営」（25 件）の順となっている。 

n=152 

n=152 選択肢は２つまで可能 


